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は
じ
め
に

一　

関
連
法
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
振
興
策
の
特
徴

二　
Ｇ
Ｅ
Ｍ
イ
ギ
リ
ス
版
─
起
業
活
動
指
数
、
総
合
起
業
活
動
指
数
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
）

三　

む　

す　

び
は
じ
め
に

Global Entrepreneurship M
onitor

（
以
下
、「
Ｇ
Ｅ
Ｍ
」
と
い
う
）
は
、
世
界
の
各
経
済
圏
を
比
較
す
る
学
術
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（Global Entrepreneurship Research A
ssociation : GERA

）
が
、
起
業
に
着
目
し
て
行
う
調
査
で
あ
る）（
（

。
信
用
あ
る
調
査
と
し
て
日
本

で
も
こ
れ
に
依
拠
し
た
議
論
が
頻
り
で
あ
る
。

Ｇ
Ｅ
Ｍ
は
当
初
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
を
高
め
よ
う
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
く
国
際
比
較
と
日
本
で
紹
介
さ
れ
て
い
た）（
（

。
だ
が
、
そ
の

二
〇
一
五
─
二
〇
一
六
年
版
に
お
い
て
は
、
な
る
ほ
ど
経
済
成
長
に
近
い
語
（Econom

ic D
evelopm

ent

）
は
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
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そ
の
関
心
は
「
新
た
な
雇
傭
・
新
た
な
価
値
」
お
よ
び
「
社
会
経
済
的
発
展
（socio–econom

ic developm
ent

）」
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
よ
っ
て
計
測
さ
れ
る
経
済
発
展
は
強
調
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る）（
（

。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
二
年
を
境
に
、
経

済
圏
を
大
き
く
三
つ
の
発
展
段
階
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
起
業
の
意
味
を
考
え
る
姿
勢
に
改
め
た
か
ら
で
あ
る
。
日

本
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
牽
引
型
経
済
（innovation-driven econom
ies

）
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
起
業
は
、
た
と
え
ば
雇
傭
創
出
や
技

術
革
新
と
い
っ
た
も
の
を
通
じ
た
国
民
経
済
の
成
長
（grow

th

）
に
結
び
つ
く
と
説
明
さ
れ
て
い
る）（
（

。

二
〇
一
六
年
、
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
社
会
的
起
業
に
関
す
る
報
告
書
を
発
表
し
、「
社
会
的
起
業
（social entrepreneurial activity （
以
下
、「
Ｓ

Ｅ
Ａ
」
と
い
う
））
と
は
、
特
に
、
社
会
・
環
境
に
ま
つ
わ
る
問
題
あ
る
い
は
地
域
を
対
象
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
活
動
・
組
織
、
あ
る
い
は
、

創
業
を
謂
う
（
困
窮
者
あ
る
い
は
障
碍
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
あ
る
い
は
訓
練
の
提
供
、
環
境
汚
染
あ
る
い
は
食
品
廃
棄
の
低
減
に
向
け
た
活
動
、
地
域
活

動
の
た
め
の
自
助
組
織
運
営
な
ど
を
含
む
）」
と
定
義
し
た）（
（

。
右
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
産
業
を
事
業
と
し
て
も
、（
株
式
）
会
社
で
な
く

て
も
、
あ
る
い
は
（
あ
た
り
ま
え
か
も
し
れ
な
い
が
）
成
長
企
業
で
な
く
て
も
、
社
会
的
起
業
に
該
当
す
る
。
つ
ま
り
、
第
一
次
産
業
を
事

業
と
す
る
、
非
（
株
式
）
会
社
企
業
、
と
く
に
、
非
高
成
長
企
業
が
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
に
は
含
ま
れ
る
。
日
本
に
限
ら
ず
、
地
域
経
済
を
意
識
す

る
者
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
Ｓ
Ｅ
Ａ
の
重
要
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い）（
（

。

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
前
後
か
ら
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
か
け
、
会
社
に
関
す
る
法
令
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
に

積
極
的
に
対
応
し
た
。
日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
に
、
差
し
障
り
を
除
く
「
規
制
緩
和
」
が
必
要
で
、
し
た
が
っ
て
会
社
に

関
す
る
法
令
は
こ
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
べ
き
、
と
の
説
明
が
多
く
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
現
在
、
現
行
「
会
社
法
」
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
需
要
を
満
た
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

だ
が
、
日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
は
、
革
新
的
技
術
を
基
盤
と
し
て
急
速
に
成
長
す
る
株
式
会
社
を
念
頭
に
置
い
て
き
た
。
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Ｓ
Ｅ
Ａ
と
は
異
な
る
姿
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ａ
を
含
む
起
業
の
促
進
と
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
と
は
、
似
て
非
な

る
問
題
領
域
な
の
で
は
な
い
か
。
会
社
法
が
起
業
に
関
す
る
需
要
を
み
た
し
て
い
れ
ば
、
地
域
経
済
と
起
業
、
社
会
的
起
業
に
関
し
て
も
、

機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
胸
を
張
れ
る
だ
ろ
う
が
、
本
当
に
そ
う
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

本
論
文
で
は
、
地
域
経
済
と
起
業
の
現
状
把
握
を
、
Ｇ
Ｅ
Ｍ
、
そ
の
地
域
版
、
お
よ
び
Ｇ
Ｅ
Ｍ
を
引
用
す
る
各
種
の
文
献
を
読
み
解
く

か
た
ち
で
、
試
み
る
。
そ
し
て
、
日
本
が
目
標
と
す
る
国
の
一
つ
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
（
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
「
連
合
王
国
」
の
意
）
の

資
料
か
ら
、
起
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
が
、
純
粋
な
経
済
政
策
の
問
題
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
性
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
の
観
点
を
活

か
す
こ
と
の
で
き
る
、
よ
り
大
き
な
問
題
領
域
で
あ
る
こ
と
を
再
発
見
す
る
。

一　

関
連
法
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
振
興
策
の
特
徴

（
（
）　

出
口
戦
略
（Exit Plan

）

日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
振
興
策
の
特
徴
を
体
現
す
る
好
例
が
、「
新
し
い
技
術
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
中
核
と
す
る
新
規
事
業
に

よ
り
、
急
速
な
成
長
を
目
指
す
新
興
企
業
」
を
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
」
と
し
て
説
明
す
る
公
的
文
書
（
経
済
産
業
省
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

創
出
・
成
長
に
関
す
る
研
究
会
」
最
終
報
告
書
（
二
〇
〇
八
年
四
月
三
〇
日
））

（
（

）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
書
か
ら
読
み
取
れ
る
支
援
と
は
、
要
す
る

に
、
⒜
非
一
次
産
業
を
事
業
と
す
る
、
⒝
会
社
企
業
（
株
式
会
社
）
を
、
⒞
高
成
長
企
業
と
す
る
べ
く
、
⒟
エ
ク
ィ
テ
ィ
性
資
金
を
投
下

す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
⒜
〜
⒟
の
一
揃
え
を
念
頭
に
、
リ
ス
ク
キ
ャ
ピ
タ
ル
供
給
も
語
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
エ
ク
ィ

テ
ィ
出
資
か
ら 

Ｉ
Ｐ
Ｏ
〜
Ｍ
＆
Ａ
〜
Ｍ
Ｂ
Ｏ
ま
で
（「
入
口
」
か
ら
「
出
口
」
ま
で
）
が
、
投
資
業
の
ひ
と
つ
の
姿
と
し
て
確
立
し
て
い
る



三
一
八

こ
と
の
帰
結
で
あ
る
。
資
金
の
供
給
を
受
け
る
企
業
は
、
出
世
魚
の
よ
う
に
、
そ
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
企
業
に

対
す
る
投
資
と
そ
の
回
収
、
企
業
価
値
の
増
大
（「
成
長
」）
と
そ
の
株
式
に
よ
る
捕
捉
・
現
金
化
と
い
う
「
出
口
戦
略
（Exit Plan

）」
で

あ
る）（
（

。
投
資
家
の
「
出
口
戦
略
」
に
適
合
す
る
企
業
を
殖
や
す
こ
と
が
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
策
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

個
々
の
政
策
の
効
果
を
高
め
る
べ
く
、
中
小
企
業
基
本
法
（
昭
和
三
八
年
法
律
第
一
五
四
号
）
に
は
「
中
小
企
業
者
（
第
二
条
第
一
項
））

（
（

」、

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
五
年
法
律
第
九
八
号
）
に
は
「
新
事
業
開
拓
事
業
者
（
第
二
条
第
五
項
）」）

（（
（

、
と
い
っ
た
定
義
を
お
き
、
中
小
規

模
事
業
者
向
け
政
策
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
政
策
等
の
目
的
に
合
わ
せ
て
支
援
の
対
象
を
括
り
出
す
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る）（（
（

。

そ
し
て
、「
新
事
業
開
拓
事
業
者
」向
け
の
金
融
支
援
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
重
要
な
一
部
に
算
え
入
れ
ら
れ
る）（（
（

。「
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制（
個

人
向
け
）」の
対
象
を
み
る
と
、こ
れ
は
要
す
る
に
、⑴「
中
小
企
業
者
」の
定
義
に
該
当
す
る
⑵
株
式
会
社
が
⑶
発
行
す
る
株
式
の
譲
渡
益
、

に
関
す
る
特
別
措
置
で
あ
る）（（
（

。
設
立
か
ら
一
定
期
間
内
の
、一
定
の
株
式
会
社
に
、自
己
資
本
と
な
る
資
金
を
拠
出
（
出
資
）
し
て
、売
却
（
や

企
業
再
編
な
ど
）
に
よ
る
譲
渡
益
を
手
に
す
る
投
資
家
の
姿
が
透
け
て
見
え
る
。

出
口
戦
略
適
合
的
な
企
業
を
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
振
興
す
る
政
策
は
「
重
要
な
国
策
」）

（（
（

と
さ
れ
、
会
社
関
連
法
制
改
正
の

重
要
な
根
拠
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
た
。

Ｇ
Ｅ
Ｍ
に
は
、
個
人
企
業
を
排
除
し
な
い
特
長
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
統
計
数
値
を
活
用
し
た
日
本

語
文
献
の
提
言
に
は
、
出
世
魚
企
業
な
い
し
ガ
ゼ
ル
企
業）（（
（

を
念
頭
に
置
い
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
策
を
語
る
も
の
が
、
印
象
と
し

て
は
多
い
。
日
本
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
結
果
を
評
価
す
る
文
献
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
サ
イ
ト
上
か
ら
は
二
〇
〇
〇
年
初
頭
以
降
途
絶
え
て
い

る
が
、冒
頭
に
記
し
た
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
変
更
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
を
強
調
し
な
く
な
っ
た
こ
と
）
が
原
因
な
の
だ
と
し
た
ら
、憂
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。
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（
（
）　

エ
コ
シ
ス
テ
ム
─
「
成
功
例
の
移
植
」
を
こ
え
て

「
新
し
い
技
術
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
中
核
と
す
る
新
規
事
業
に
よ
り
、
急
速
な
成
長
を
目
指
す
新
興
企
業
」
が
次
々
と
生
ま

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
雇
傭
の
量
と
質
の
面
で
も
、
技
術
革
新
（
と
そ
れ
に
よ
る
市
場
の
変
化
）
の
面
で
も
、
望
ま
れ
続
け
て
い
る
。

二
〇
一
六
年
に
至
り
、
首
相
官
邸
に
置
か
れ
た
「
日
本
経
済
再
生
本
部
」
は
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
二
〇
二
〇
」
な
る
文
書
を
発

表
し
た
が
（
二
〇
一
六
年
四
月
）、
こ
の
文
書
で
は
「
起
業
家
、
既
存
企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
、
金
融
機
関
、
公
的
機
関
等
の
構
成
主
体

が
共
存
共
栄
し
、
企
業
の
創
出
、
成
長
、
成
熟
、
再
生
の
過
程
が
循
環
す
る
仕
組
み
（
生
態
系
）」
を
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

と
呼
ぶ
（
二
頁
（
注
（
））。

こ
う
し
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
説
く
文
献
は
北
米
ア
メ
リ
カ
の
成
功
例
を
ひ
き
あ
い
に
出
す
こ
と
が
多
い）（（
（

。
先
行
研
究
を
網
羅

的
に
調
査
で
き
て
い
な
い
が
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
で
、
日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
課
題
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
も
の
が
あ
る）（（
（

。

（　
「
起
業
態
度
を
有
し
な
い
者
（
層
）」
を
「
起
業
態
度
を
有
す
る
者
（
層
）」
に
変
え
ら
れ
な
い

（　

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
自
立
（
事
業
化
・
市
場
化
）
に
つ
な
が
る
施
策
が
な
い

開
発
リ
ス
ク
に
は
、
低
利
融
資
や
補
助
金
等
の
支
援
や
研
究
開
発
支
援
が
あ
る
の
に
対
し
、
事
業
化
リ
ス
ク
（
販
路
不
全
、

市
場
調
査
・
広
告
不
全
）
に
応
じ
た
支
援
が
な
い）（（
（

（　

縦
割
り
行
政
に
よ
り
、
施
策
が
分
断
さ
れ
て
い
る

実
施
済
の
施
策
の
実
績
の
公
表
や
追
跡
調
査
、
効
果
の
検
証
、
改
善
策
や
代
替
策
の
検
討
な
ど
が
省
庁
を
横
断
し
て
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
単
発
的
な
支
援
の
繰
り
返
し
や
継
続
性
の
な
い
支
援
、
支
援
内
容
の
重
複
、
さ
ら
に
は
、
納
税
の
コ
ス
ト



三
二
〇

負
担
が
生
じ
て
い
る

（　

科
学
技
術
分
野
の
政
策
と
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
政
策
に
連
絡
が
な
い

た
と
え
ば
、
日
本
の
大
学
は
大
企
業
と
の
共
同
出
願
な
ら
び
に
大
企
業
へ
の
供
給
が
多
く
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
ラ

イ
セ
ン
ス
供
給
が
極
め
て
少
な
い

ま
た
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
す
る
金
融
支
援
に
つ
き
、
別
の
文
献
の
指
摘
す
る
、

（　

官
業
の
民
業
圧
迫

政
府
系
金
融
機
関
の
取
り
扱
い
案
件
の
一
部
が
民
間
の
金
融
機
関
で
取
り
扱
う
案
件
と
重
複
し
て
し
ま
う
こ
と
で
競
合
す
る

よ
う
に
な
り
、
国
家
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
優
位
な
立
場
に
あ
る
政
府
系
金
融
機
関
が
民
間
側
の
事
業
機
会
を

奪
っ
て
し
ま
う）（（
（

（　

信
用
保
証
制
度
の
影
響）（（
（

・
信
用
リ
ス
ク
の
低
い
優
良
な
中
小
企
業
は
割
高
な
保
証
料
を
嫌
っ
て
信
用
保
証
制
度
の
利
用
を
敬
遠
し
、
結
果
と
し
て
信

用
リ
ス
ク
の
高
い
中
小
企
業
ば
か
り
が
利
用
す
る
と
い
う
逆
選
択
が
起
き
て
い
る）（（
（

・
信
用
保
証
制
度
は
、
信
用
保
証
協
会
を
依
頼
人
、
金
融
機
関
を
代
理
人
と
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
関
係
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
信
用
保
証
契
約
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
は
融
資
先
企
業
が
破
綻
し
て
も
貸
出
金
を
回
収
で
き
る
た
め
、

信
用
リ
ス
ク
の
高
い
企
業
に
十
分
な
審
査
を
す
る
こ
と
な
く
融
資
し
た
り
、
融
資
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
怠
っ
た
り
し

て
し
ま
う）（（
（

の
二
点
は
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
。
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一
九
九
九
年
の
中
小
企
業
基
本
法
改
正
で
は
、
中
小
企
業
が
も
は
や
保
護
の
対
象
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
い

う
意
味
で
、
政
策
の
重
大
転
換
が
行
わ
れ
た
と
の
評
価
が
あ
る）（（
（

。
二
〇
一
四
年
成
立
の
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」
は
、
個
人
企
業
を

含
む
「
小
規
模
企
業
者
（
第
二
条
第
一
項
、
中
小
企
業
基
本
法
第
二
条
第
五
項
）」
お
よ
び
「
小
企
業
者
（
同
条
第
二
項
）」
を
定
義
す
る
に
到
っ

て
も
お
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
が
中
小
企
業
政
策
に
統
合
さ
れ
る
方
向
性
が
垣
間
見
え
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
（
二
）、
起
業
が
ひ
と
び
と
の
生
き
方
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
社
会
の
あ
り
よ
う

の
結
果
な
の
だ
と
す
れ
ば
、「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
生
態
系
）」
と
い
う
表
現
を
起
業
の
政
策
を
語
る
場

面
で
用
い
る
の
は
、
そ
れ
が
自
律
性
の
強
い
問
題
群
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
、
妥
当
な
態
度
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
概
念
を
説
き
起
こ
し
た
時
点
の
特
定
の
例
へ

の
こ
だ
わ
り
は
、
い
ま
も
な
お
有
効
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
含
め
、
現
在
ま
で
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
振
興
策
が
、
世
界
各
地
の
成
功
例
を
日
本
に
移
植
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
検
証
し

て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
（
（
）　

地
域
経
済
の
現
状
と
出
口
戦
略
（Exit Plan

）
の
「
両
立
」

地
域
経
済
の
担
い
手
た
る
企
業
の
姿
を
、
ど
の
よ
う
に
思
い
描
い
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
先
行

研
究
調
査
の
行
き
届
か
な
い
本
論
文
で
は
、
次
の
よ
う
に
想
定
し
た
上
で
論
を
進
め
た
い
。

一
（
（
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
⒜
〜
⒟
を
す
べ
て
上
記
の
イ
で
揃
え
れ
ば
、
出
口
戦
略
の
説
明
に

な
る
。

イ ロ

⒜ 事業の分類 非第一次産業 含、第一次産業

⒝ 企業形態 株式会社 個人企業／非株式会社

⒞ 成長性・収益性 強い 弱い

⒟ 資金の性質 エクイティ デット

非「出世魚企業」
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要
素
ひ
と
つ
を
入
れ
換
え
る
だ
け
で
も
投
資
対
象
と
し
て
不
適
格
に
な
っ
て
し
ま
う
と
す
れ
ば
、
出
口
戦
略
を
前
提
と
し
た
施
策
は
、

地
域
経
済
の
現
状
を
前
提
と
す
る
と
、
積
極
的
な
影
響
力
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
⒞
を
「
長
期
的
利
益
の
重
視
」
や
「
持

続
的
成
長
」
と
と
ら
え
直
せ
ば
、
⒜
〜
⒟
を
す
べ
て
ロ
で
揃
え
る
「
非
出
世
魚
企
業
」
は
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
と
共
通
す
る
課
題
を
抱
え
る
も
の
と

扱
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
ど
ち
ら
の
環
境
も
厳
し
い
。
そ
し
て
⒟
は
、
事
業
者
（
人
的
資
本
拠
出
者
と
い
う
べ
き
か
）
の
主
導
性
に
大
き
く

影
響
す
る
部
分
で
あ
り
、
こ
ち
ら
に
も
十
分
な
配
慮
が
必
要
だ
ろ
う）（（
（

。

こ
の
よ
う
な
状
況
へ
の
対
応
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
方
向
性
が
あ
る
。

＃
（
：
出
口
戦
略
（Exit Plan

）
が
成
立
す
る
投
資
を
殖
や
す
べ
く
、
ロ
を
イ
に
「
改
め
る
」、
あ
る
い
は
、
イ
の
起
業
を
促
す

＃
（
：
出
口
戦
略
（Exit Plan
）
が
成
立
し
に
く
い
こ
と
を
承
け
、
ロ
に
適
合
的
な
投
資
を
行
う

地
域
経
済
の
担
い
手
た
る
企
業
の
姿
を
改
め
る
、
い
わ
ゆ
る
株
式
会
社
参
入
や
成
長
産
業
化
は
、
＃
（
と
い
え
よ
う）（（
（

。
成
長
の
各
段
階

に
合
わ
せ
て
金
融
機
関
が
各
々
の
業
務
範
囲
の
中
で
資
金
支
援
を
目
指
す
「
融
資
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
構
造
」
を
推
奨
す
る
意
見）（（
（

は
、
こ
ち

ら
に
分
類
す
る
の
が
相
当
だ
ろ
う
。

一
方
、
＃
（
は
、
高
齢
化
し
た
地
域
経
済
の
現
状
か
ら
考
え
れ
ば
、
非
出
世
魚
企
業
の
ハ
ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
避
け
る
た
め
だ
け
の

方
策
か
も
知
れ
な
い
。
貸
出
残
高
は
、
生
産
年
齢
人
口
と
と
も
に
、
減
少
す
る
だ
ろ
う
と
の
指
摘
に
は
説
得
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る）（（
（

。
さ

ら
に
、
第
一
次
産
業
に
向
け
ら
れ
た
各
種
の
公
的
支
援
が
投
入
さ
れ
て
い
る
企
業
も
多
く
、
縦
割
り
行
政
の
見
直
し
が
不
可
避
と
な
る
こ

と
を
考
え
て
も
、
政
治
問
題
化
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

だ
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
ハ
ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
避
け
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
行
政
依
存
の
体
質
を
改
め
る
こ
と
は

有
意
義
で
あ
る
し
、
地
域
経
済
の
自
律
性
を
高
め
る
の
も
、
や
は
り
良
い
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。
百
歩
譲
っ
て
、
第
一
次
産
業
に
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分
類
さ
れ
る
非
出
世
魚
企
業
を
視
野
か
ら
除
い
た
と
し
て
も
、
出
口
戦
略
（Exit Plan

）
に
載
ら
な
い
企
業
が
、
退
場
す
べ
き
、
非
効
率

な
企
業
ば
か
り
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
Ｓ
Ｅ
Ａ
や
社
会
的
起
業
を
支
え
る
政
策
、
そ
し
て
金
融
の
あ
り
方
、

そ
う
し
た
企
業
の
開
業
と
持
続
性
を
強
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
策
が
あ
り
得
る
か
を
こ
そ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二　
Ｇ
Ｅ
Ｍ
イ
ギ
リ
ス
版
─
起
業
活
動
指
数
、
総
合
起
業
活
動
指
数
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
）

（
１
）　

開
業
率
の
全
国
平
均
か
ら
語
り
う
る
こ
と

先
に
掲
げ
た
経
済
産
業
省
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
・
成
長
に
関
す
る
研
究
会
」
最
終
報
告
書
（
二
〇
〇
八
年
四
月
三
〇
日
）
で
は
、

「
非
一
次
産
業
」
の
開
業
率
と
廃
業
率
の
推
移
が
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
表
さ
れ）（（
（

、
二
〇
〇
四
〜
〇
六
年
の
日
本
の
数
値
が
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
て
低
水
準
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
る
。
企
業
数
に
よ
る
開
業
率
と
は
、
設
立
登
記
数
に
基
づ
く
「（
法
務
省
系
）
開

業
率
（
設
立
登
記
数
／
前
年
の
会
社
数
×（00

）」（
と
同
基
準
に
よ
る
廃
業
率
）
の
こ
と
だ
ろ
う
。
開
業
率
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
雇
用
保
険
に
基

づ
く
「（
厚
労
省
系
）
開
業
率
」）

（（
（

も
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
伸
び
率
を
表
す
。
こ
の
文
書
は
、
開
業
率
を
上
げ
る
こ
と
（
あ
る
い
は
そ
れ
が
廃
業

率
を
上
回
り
続
け
る
こ
と
）
を
、
お
そ
ら
く
は
政
府
の
目
標
と
し
て
掲
げ
る
が
、
い
わ
ば
加
速
度
を
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

二
〇
〇
八
年
の
こ
の
文
書
は
、「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
開
業
率
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
関
係
を
見
て
も
、
一
般
に
開
業
率
の
高
い
国
は
経
済

成
長
率
も
高
い
傾
向
が
あ
る
」
と
し
、
一
九
八
八
年
か
ら
九
六
年
の
開
業
率
を
横
軸
、
一
九
八
九
年
か
ら
九
九
年
の
成
長
率
を
縦
軸
に
し

た
各
国
の
分
布
図
（
図
表
（
─

（
）
を
掲
げ
る
（
一
一
頁
）。
開
業
率
を
上
げ
る
こ
と
が
日
本
で
目
標
と
さ
れ
て
き
た
理
由
、
そ
し
て
、
そ
の
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目
標
を
掲
げ
る
の
が
政
府
で
あ
る
理
由
と
な
る
の
は
、
こ
の
相
関
の
よ
う
で
あ
る）（（
（

。
確
か
に
、
日
本
は
原

点
に
最
も
近
い
位
置
に
あ
る
（
五
％
に
充
た
な
い
開
業
率
で
、
二
％
に
届
か
な
い
成
長
率
）。
た
だ
し
、
同
じ
図
に

は
、
開
業
率
は
一
三
％
超
で
あ
り
な
が
ら
成
長
率
で
ほ
ぼ
同
等
の
イ
ギ
リ
ス
、
ま
た
、
開
業
率
が
一
一
％

超
も
あ
り
な
が
ら
日
本
よ
り
も
成
長
率
の
低
い
（
半
分
以
下
）
ド
イ
ツ
も
見
え
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
「
産
業
競
争
力
強
化
法
に
お
け
る
市
区
町
村
に
よ
る
創
業
支
援
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
中
小
企
業
庁
、総
務
省
）」
は
、二
〇
一
二
年
度
雇
用
保
険
事
業
年
報
か
ら
の
数
値
を
用
い
た
「（
厚

労
省
系
）
開
廃
業
率
」
を
掲
げ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
参
考
と
し
て
示
さ
れ
た
都
道
府
県
別
の
開
廃

業
率
で
あ
る
（
三
頁
）。

上
は
抜
粋
だ
が
、東
京
［
開
業
率
四
・
六
（
全
国
平
均
値
に
等
し
い
）／
廃
業
率
四
・
〇
（
全
国
平
均
値
は
三
・
八
）］

（
開
業
率
で
第
一
七
位
）
で
あ
る
の
に
対
し
、沖
縄
［
七
・
一
／
四
・
〇
］（
開
業
率
首
位
）、宮
城
［
六
・
九
／
三
・
二
］ 

（
開
業
率
第
二
位
）
と
い
う
数
値
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
結
果
に
は
、
な
ん
ら
か
の
説
明
が
与
え
ら
れ
て
し
か

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
一
年
が
経
ち
、先
に
ふ
れ
た
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
二
〇
二
〇
（
二
〇
一
六
年
四
月
）」
で
は
、

開
業
率
（
廃
業
率
）
の
補
助
指
標
と
し
て
「
起
業
活
動
指
数
」
が
採
用
さ
れ
る）（（
（

。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う

に
言
う
。

《
Ｋ
Ｐ
Ｉ
》

2012 年度 開業率 開業率順位 廃業率 廃業率順位

東京 （.（ （（ （.0 （（

沖縄 （.（   （ （.0 （（

宮城 （.（   （ （.（ （（

　（注）全国平均値［開業率：（.（％、廃業率：（.（％］　　　　　　　　　（単位：％）
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開
業
率
が
廃
業
率
を
上
回
る
状
態
に
し
、
開
業
率
・
廃
業
率
が
米
国
・
英
国
レ
ベ
ル
（
一
〇
％
台
）
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
（
現

状
：
開
業
率
・
廃
業
率
と
も
に
四
・
五
％
（
二
〇
〇
四
─
二
〇
〇
九
年
の
平
均
値
）

⇒
二
〇
一
四
年
度
：
開
業
率
四
・
九
％
、
廃
業
率
三
・
七
％
（
二
〇
一
三
年
度
：
開
業
率
四
・
八
％
、
廃
業
率 

四
・
〇
％
）

⇒

起
業
活
動
指
数
二
〇
一
五
年
度
：
四
・
八
％
（
二
〇
一
四
年
度
：
三
・
八
％
）

※
開
業
率
・
廃
業
率
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
施
策
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
起
業
に
対
す
る
意
識
の
改
革
も
必
要
と
し
、
長
期
的
な
目
標
と
な
る
た

め
、
今
後
一
〇
年
間
を
見
据
え
た
補
助
指
標
と
し
て
、「
起
業
活
動
指
数
（「
起
業
家
精
神
に
関
す
る
調
査
」
に
お
い
て
、「
起
業
者
・
起
業
予

定
者
で
あ
る
」
と
の
回
答
を
得
た
割
合
）
を
今
後
一
〇
年
間
で
倍
増
さ
せ
る
。」
を
設
定
。

「
補
助
指
標
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
、「
起
業
活
動
指
数
」
と
い
う
の
が
、
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
定
義
す
るT

otal Early-Stage 

Entrepreneurship A
ctivity 

（T
EA

 index

：
総
合
起
業
活
動
指
数
））

（（
）（
（（
（

を
指
す
か
な
ど
、
か
な
ら
ず
し
も
あ
き
ら
か
で
な
い
が）（（
（

、
後
者
が

Ｔ
Ｅ
Ａ
を
指
す
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
度
の
数
値
三
・
八
％
を
「
倍
増
さ
せ
る
」
と
い
う
の
が
ど
の
よ
う
な
目
標
か
と
い
う
と
、
他
国
が

二
〇
一
四
年
の
数
値
か
ら
変
化
し
な
い
と
す
れ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
牽
引
型
経
済
（Innovation-driven econom

ies

）
中
で
最
下
位
二
九

位
の
日
本
が
一
〇
年
で
一
六
位
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）（（
（

。
目
標
と
さ
れ
て
い
る
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
開
業
率
は
、
二
〇
一
四
年

に
は
一
三
・
七
％
に
上
昇
し
て
お
り）（（
（

、
そ
の
差
は
簡
単
に
縮
ま
ら
な
い
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
に
関
す
る
Ｇ
Ｅ
Ｍ
レ
ポ
ー
ト
二
〇
一
五
年
版
で
Ｔ
Ｅ
Ａ
の
内
実
を
み
る
と
、
事
は
単
純
で
な
い
こ
と

が
わ
か
る）（（
（

。



三
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（　

移
民
（im

m
igrant

）
の
Ｔ
Ｅ
Ａ
は
二
〇
一
五
年
で
一
五
・
四
％
に
達
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
で
リ
ー
ジ
ョ

ン
を
出
た
こ
と
の
な
い
人
（U

K
-born life-long residents

）
の
Ｔ
Ｅ
Ａ
は
五
・
三
％
に
下
落
し
て
お
り
、
一
般
に
後
者
の
Ｔ
Ｅ
Ａ

数
値
は
低
い）（（
（

。

（　

イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
で
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
出
て
暮
ら
し
て
い
る
が
、
一
度
も
国
外
生
活
経
験
の
な
い
人
と
、
一
度
で
も
国
外
生
活
経

験
の
あ
る
人
と
を
比
べ
る
と
、
二
〇
一
五
年
の
Ｔ
Ｅ
Ａ
数
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
・
一
％
と
一
〇
・
五
％
で
あ
る
。

全
国
平
均
で
政
策
論
を
語
る
の
が
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、こ
の
結
果
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
を
精
確
に
つ
か
ま
え
る
な
ら
ば
、

起
業
に
つ
い
て
語
る
内
容
は
「
豊
か
」
に
な
り
、
政
策
論
の
具
体
性
は
面
目
を
一
新
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

年
齢
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
地
域
に
区
分
し
た
定
量
的
把
握
は
も
と
よ
り
、
そ
こ
に
、
人
的
移
動
（
移
民
・
外
国
人
労
働
者
や
留
学
な
ど
）
の

視
点
を
加
え
、
実
情
を
つ
か
む
べ
き
こ
と
を
、
イ
ギ
リ
ス
の
結
果
は
示
唆
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
沖
縄
は
講
が
盛
ん
で
、
異
業
種
交
流

の
機
会
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
と
い
う
研
究
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
沖
縄
の
開
業
率
の
高
さ
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
も
突
飛

と
は
言
え
ま
い）（（
（

。
起
業
に
つ
い
て
考
え
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
々
の
暮
ら
す
世
の
中
（
に
し
た
い
）
か
、
と
考
え
る
こ
と
と
あ
ま
り
か

わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い）（（
（

。

イ
ギ
リ
ス
の
起
業
支
援
は
、
特
に
、
荒
廃
し
た
都
市
部
を
再
生
す
る
経
済
的
な
自
立
支
援
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
く）（（
（

、
そ
れ
を

み
る
限
り
、
日
本
で
い
う
な
ら
ば
各
地
方
の
中
核
都
市
に
ね
ら
い
を
定
め
た
政
策
で
あ
る
。
格
差
の
拡
大
が
深
刻
さ
を
増
す
な
か
で
「
金

融
排
除
、
疎
外
（financial exclusion

）」
対
策
と
し
て
の
意
味
合
い
を
含
む
そ
の
効
果
を
検
証
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
と
同
じ
意
味
で

荒
廃
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
日
本
各
地
の
中
核
都
市
へ
の
応
用
が
あ
り
得
な
い
の
か
ど
う
か
、
十
分
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。



三
二
七

起
業
の
盛
ん
な
国
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
（
小
宮
）

（
（
）　

恒
常
的
無
借
金
企
業
の
拡
大
─
金
融
機
関
の
意
義

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
外
部
資
金
に
拠
ら
な
い
中
小
の
事
業
者
（
Ｓ
Ｍ
Ｅ
ｓ
））

（（
（

が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。「
恒
常
的
無
借

金
企
業（Perm

anent non-borrow
ers : PN

Bs

）」と
い
う
概
念
を
立
て
、全
Ｓ
Ｍ
Ｅ
ｓ
に
占
め
る
Ｐ
Ｎ
Ｂ
ｓ
の
割
合
を
経
年
変
化
で
み
る
と
、

二
〇
一
二
年
の
三
四
％
か
ら
、
四
〇
％
、
四
三
％
、
そ
し
て
二
〇
一
五
年
の
四
七
％
へ
と
上
昇
し
続
け
て
い
る）（（
（

。
Ｐ
Ｎ
Ｂ
ｓ
に
分
類
さ
れ

る
企
業
は
、
実
に
、
以
下
の
六
つ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）（（
（

。

（　

現
在
外
部
資
金
（external finance

）
を
利
用
し
て
い
な
い

（　

過
去
五
年
間
外
部
資
金
の
利
用
実
績
が
な
い

（　

過
去
一
二
カ
月
間
、
借
入
（borrow

ing events

）
が
な
い

（　

過
去
一
二
カ
月
間
、
そ
の
他
の
い
か
な
る
形
態
の
資
金
調
達
（any other form

s of finance

）
も
申
し
込
ん
で
い
な
い

（　

過
去
一
二
カ
月
間
、
借
入
の
必
要
性
を
感
じ
な
か
っ
た
（no desire to borrow

）

（　

今
後
三
カ
月
の
間
に
、
借
入
を
す
る
つ
も
り
が
な
い
（no inclination to borrow

）

こ
こ
で
い
う
外
部
資
金
は
、
主
要
金
融
商
品
（core

）
と
周
辺
商
品
と
に
分
け
て
調
査
さ
れ
て
お
り）（（
（

、
主
要
金
融
商
品
の
利
用
率
で
、

二
〇
一
二
年
の
三
六
％
か
ら
二
〇
一
五
年
の
三
〇
％
へ
と
向
か
う
逓
減
傾
向
を
看
て
取
れ
る
。
負
債
の
レ
バ
レ
ッ
ヂ
効
果
を
利
用
し
な
い

と
の
判
断
は
不
合
理
な
の
で
、
Ｐ
Ｎ
Ｂ
ｓ
が
リ
ス
ク
回
避
的
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
れ
を
助
長
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
情
勢
を
指
摘
す
る
文
献
も

あ
る）（（
（

。
こ
の
ま
ま
イ
ギ
リ
ス
の
Ｐ
Ｎ
Ｂ
ｓ
の
割
合
が
今
後
も
低
下
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
が
興
味
深
い
主
題
と
な
る
。
Ｐ
Ｎ
Ｂ
ｓ



三
二
八

割
合
の
増
加
に
政
策
の
効
果
が
観
察
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
Ｐ
Ｎ
Ｂ
ｓ
を
経
済
学
的
に
不
合
理
と
断
ず
る
な
ら
ば
ど
う
す
る
の
か
、
経
済

的
な
自
立
を
体
現
し
た
企
業
を
国
策
に
な
じ
ま
な
い
開
業
と
扱
う
の
か
等
々
、
日
本
の
起
業
促
進
政
策
の
根
本
を
問
う
こ
と
に
つ
な
が
る

課
題
が
見
え
て
く
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
」
の
振
興
に
軸
足
を
置
く
論
者
が
、
開
業
率
や
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
調
査
結
果
に
次
第
に
言

及
し
な
く
な
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

三　

む　

す　

び

も
し
、
ひ
と
と
ひ
と
と
が
結
び
つ
く
（
結
び
つ
け
る
、
で
は
な
い
）
こ
と
の
開
業
率
上
昇
へ
の
寄
与
度
が
大
き
い
と
い
う
観
察
結
果
が
出

た
な
ら
、
無
尽
や
講
が
廃
れ
た
こ
と
と
起
業
の
頻
度
減
少
と
が
同
根
の
問
題
だ
と
判
っ
た
な
ら
、
設
計
主
義
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
解

決
の
糸
口
を
つ
か
む
の
は
、
お
そ
ら
く
金
融
機
関
や
行
政
で
は
な
く
、
地
域
の
住
民
だ
ろ
う
。
彼
ら
が
経
済
的
に
自
立
す
る
と
き
、
会
社

法
は
彼
ら
の
起
業
を
支
え
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
」
だ
け
で
は
な
い
、「
ふ
つ
う
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
上
げ
（
＝「
起
業
」）」

で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
地
域
性
と
相
互
性
を
保
っ
た
協
同
組
織
金
融
機
関
に
は）（（
（

、
ま
だ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
地
域
に
暮

ら
す
ひ
と
の
自
立
を
扶
け
る
事
業
が
で
き
る
の
な
ら
ば
。

技
術
革
新
に
寄
与
し
て
質
の
高
い
雇
傭
を
数
多
く
生
み
出
し
、
企
業
価
値
を
高
め
て
急
速
に
成
長
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
計
測
す
る
国
の
経
済

成
長
に
大
い
に
貢
献
す
る
株
式
会
社
は
、
な
る
ほ
ど
各
方
面
か
ら
誉
め
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
株
式
会
社
の
取
締
役
た
ら
ん
と

自
ら
恃
む
者
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
す
る
の
は
賞
賛
に
値
す
る
。
そ
う
し
た
株
式
会
社
の
開
業
「
促
進
」
を
軽
ん
じ
は
決
し

て
し
な
い
。



三
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起
業
の
盛
ん
な
国
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
（
小
宮
）

し
か
し
、
ひ
と
は
、
く
に
の
た
め
に
生
き
る
の
で
は
な
い
。
海
に
生
き
る
の
は
、
出
世
魚
と
呼
ば
れ
な
い
さ
か
な
も
同
じ
で
あ
る
。
ひ

と
を
雇
う
こ
と
な
く
一
生
を
終
え
て
も
、
革
新
的
技
術
が
不
要
な
商
売
を
し
て
も
、
自
由
で
あ
る
。
企
業
は
、
ひ
と
の
自
由
を
支
え
る
し

く
み
で
あ
る
。
起
業
は
、
ひ
と
の
生
き
方
で
あ
る
。

起
業
の
盛
ん
な
国
を
調
べ
て
わ
か
る
の
は
、
自
ら
を
恃
ん
で
生
き
よ
う
と
す
る
ひ
と
が
起
業
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
ひ

と
が
起
業
す
る
と
い
う
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
起
業
し
な
い
ひ
と
に
は
、
そ
の
ひ
と
の
幸
せ
が
あ
る
。
だ
れ
も
が
幸
せ
を

追
い
求
め
る
な
か
で
、
ひ
と
の
生
き
方
に
働
き
か
け
る
政
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
な
の
か
、
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
（
）Bosm

a=Coduras=Litovsky=Seam
an, GEM

 M
anual: A

 report on the design, data and quality control of the Global Entrepreneurship 
M

onitor, V
ersion （0（（

─（:M
ay, pp. （（

─（Global Entrepreneurship Research A
ssociation, （0（（. w

w
w

.gem
consortium

.org/
report/（（（（0

）; K
elley=

Singer=
H

errington, GEM
 （0（（/（（ Global Report, pp. （（

─ （Global Entrepreneurship Research 
A

ssociation, （0（（. w
w

w
.gem

consortium
.org/report/（（（（0

）（
ウ
ェ
ブ
ア
ド
レ
ス
の
確
認
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
七
日
で
あ
る
、
以
下

同
じ
）

（
（
）
矢
作
恒
雄
＝
磯
辺
剛
彦
「
起
業
家
活
動
の
国
際
比
較
─
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ン
ト
ル
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
モ
ニ
タ
ー
の
研
究
報
告
」（
二
〇
〇
〇
年
）

八
頁
以
下
を
参
照
（w

w
w

.gem
consortium

.org/country-profile/（（ （GEM
 Japan （000 Report – Part（

））。
な
お
、
こ
の
文
献
は
Ｇ
Ｅ

Ｍ
の
公
式
サ
イ
ト
に
載
る
唯
一
の
日
本
語
文
献
で
あ
る
。

（
（
）K

elley=
Singer=

H
errington, 

註（
（
）の
文
献
、Figure （, p. （（
を
参
照
。

（
（
）Bosm

a=
Coduras=

Litovsky=
Seam

an, 

註（
（
）の
文
献
、（.（. T

he GEM
 theoretical m

odel and data sources, pp.（

─; 

特
に
一
一

頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
二
〇
一
三
年
の
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
結
果
を
紹
介
す
る
（
一
財
）
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
セ
ン
タ
ー
「
起
業
家
精
神
に

関
す
る
調
査 

報
告
書
」（
二
〇
一
四
年
三
月
）
の
図
表（.（

に
お
い
て
も
、
目
的
と
し
て
「
社
会
経
済
的
な
発
展
（
雇
用
、
革
新
、
社
会
的
価
値
）」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る（
二
頁
）。し
か
し
、そ
の
説
明
に
お
い
て
は「
国
家
の
経
済
成
長
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る（
一
頁
）。



三
三
〇

（
（
）Bosm

a=
Schøtt=

T
erjesen=

K
ew

, GEM
 （0（（/（（: Special Report on Social Entrepreneurship, p. （

（Global Entrepreneurship 
Research A

ssociation, （0（（. 

（w
w

w
.gem

consortium
.org/report/（（（（（

）, “any kind of activity, organisation or initiative that 
has a particularly social, environm

ental or com
m

unity objective. T
his m

ight include providing services or training to 
socially deprived or disabled persons, activities aim

ed at reducing pollution or food-w
aste, organising self-help groups for 

com
m

unity action, etc.”

） 

な
お
、
こ
の
報
告
書
か
ら
は
理
由
が
判
然
と
し
な
い
が
、
日
本
は
こ
の
調
査
に
参
加
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
遺

憾
な
が
ら
日
本
に
対
す
る
言
及
は
な
い
。

（
（
）
総
務
省
「
地
域
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
主
体
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
は
、関
心
の
あ
り
か
を
共
有
し
て
い
る
と
言
い
得
る
。
も
っ
と
も
、

そ
の
報
告
書
（
二
〇
一
六
年
四
月
）
の
内
容
は
別
途
検
討
を
要
す
る
。

（
（
）
第
二
節 

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
・
成
長
の
重
要
性
、
（　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
日
本
経
済
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
果
た
す
役
割
、
そ
の
冒
頭

を
参
照
（
一
〇
頁
）。

（
（
）
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
適
う
企
業
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
「
ガ
ゼ
ル
企
業
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。O

ECD
, Entrepreneurship at a 

Glance （0（（

の
邦
訳
で
あ
る
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
「
図
表
で
み
る
起
業
活
動 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
（
二
〇
一
二
年
版
）」（
二
〇
一
三
年
、
明
石

書
店
）
に
よ
る
と
、
概
略
以
下
の
条
件
を
満
た
す
企
業
を
指
す
と
い
う
（
九
〇
頁
）。

・
最
長
で
五
年
間
の
雇
傭
主
企
業

・
過
去
三
年
に
わ
た
り
被
傭
者
数
（
ま
た
は
売
上
高
）
の
年
平
均
成
長
率
が
二
割
以
上

・
観
察
期
間
の
初
め
に
一
〇
人
以
上
の
被
傭
者
が
い
る

（
（
）
「
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
講
ず
る
国
の
施
策
の
対
象
と
す
る
中
小
企
業
者
は
、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
そ
の
範
囲
は
、
こ
れ

ら
の
施
策
が
次
条
の
基
本
理
念
の
実
現
を
図
る
た
め
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
施
策
ご
と
に
定
め
る
も
の
と
す
る
」
と
の
文
言
は
、
画
一
的

な
定
義
が
有
効
で
な
い
こ
と
を
示
す
。

（
（0
）
一
定
の
株
式
会
社
（
経
済
産
業
省
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
第
二
条
第
二
号
「
新
事
業
開
拓
事
業
者
」）
の
な
か
で
も
、「
主
と
し
て

事
業
規
模
の
拡
大
を
図
る
」
株
式
会
社
の
株
式
を
取
得
又
は
保
有
す
る
な
ど
の
要
件
を
み
た
し
（
同
施
行
規
則
第
三
条
）、
一
定
の
投
資
事
業
有
限

責
任
組
合
が
「
積
極
的
な
経
営
又
は
技
術
の
指
導
を
伴
う
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
」
も
の
（
同
施
行
規
則
第
四
条
）
を
「
特
定
新
事

業
開
拓
投
資
事
業
」
と
す
る
（
産
業
競
争
力
強
化
法
第
二
条
第
六
項
）（
後
掲
註（
（（
）参
照
）。



三
三
一

起
業
の
盛
ん
な
国
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
（
小
宮
）

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
、債
務
保
証
を
行
い
（
産
業
競
争
力
強
化
法
第
一
九
条
）、結
論
と
し
て
「
新
事
業
開
拓
事
業
者
」
は
、

間
接
的
に
、
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
間
接
的
と
し
た
の
は
、
先
刻
の
「
特
定
新
事
業
開
拓
投
資
事
業
」
を
行
う
投
資
事
業
有
限
責

任
組
合
が
、「
特
定
新
事
業
開
拓
投
資
事
業
計
画
」
の
「
認
定
」
を
受
け
（
同
法
第
一
七
条
）、
こ
の
認
定
を
受
け
た
計
画
を
実
施
す
る
「
認
定
特

定
新
事
業
開
拓
投
資
事
業
組
合
（
同
法
第
一
八
条
）」
が
、
こ
の
計
画
実
施
に
必
要
と
し
た
資
金
の
借
入
れ
に
債
務
保
証
が
つ
く
、
と
い
う
し
く
み

を
指
す
。

（
（（
）
直
近
の
例
を
探
せ
ば
、
中
小
企
業
政
策
審
議
会 

基
本
問
題
小
委
員
会
（
第
五
回
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
日
）
の
参
考
資
料
「
中
小
企
業
の
新
た

な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
政
令
及
び
関
係
省
令
の
整
備
に
つ
い
て
（
中
小
企
業
庁
企
画
課
）」

と
称
す
る
文
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

曰
く
、「
⑴
中
小
企
業
者
等
の
定
義　

①
法
律
の
規
定　

改
正
法
に
よ
り
新
設
し
た
経
営
力
向
上
計
画
の
対
象
と
な
る
中
小
企
業
者
等
の
定
義

に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
（
改
正
法
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
を
改
題
）
第
二

条
二
項
に
お
い
て
、
資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
総
額
及
び
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
の
基
準
を
政
令
に
委
任
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
会

社
以
外
の
法
人
を
政
令
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
②
政
令
に
お
い
て
措
置
す
る
内
容　

資
本
金
の
額
若
し
く
は
出
資
金
の
額
一
〇
億
円
以

下
、
又
は
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
二
、〇
〇
〇
人
以
下
に
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
政
令
で
定
め
る
法
人
に
つ
い
て
は
、
医
業
を
主
た
る

事
業
と
す
る
法
人
、
社
会
福
祉
事
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
法
人
及
び
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。」

こ
ち
ら
は
一
〇
億
円
以
下
で
、「
中
堅
」
の
二
倍
で
あ
る
（
次
註（
（（
）参
照
）。
特
筆
す
べ
き
だ
ろ
う
点
は
、
厚
労
省
や
内
閣
府
所
管
の
法
人
に

施
策
を
及
ぼ
す
様
子
が
読
み
取
れ
る
こ
と
だ
。「
縦
割
り
行
政
」
と
の
批
判
（
後
述
、
一
（
（
）
（
）
に
応
え
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
四
年
四

月
に
発
表
さ
れ
た
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
有
識
者
会
議 

と
り
ま
と
め
」
で
は
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
は
、
起
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
既
存
大
企
業
の
改
革
も
含

め
た
企
業
と
し
て
の
新
し
い
取
組
へ
の
挑
戦
で
あ
る
」
と
宣
言
さ
れ
、
挑
戦
す
る
企
業
で
あ
れ
ば
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
会

議
体
と
し
て
の
違
い
が
影
響
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
六
年
間
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
意
味
が
拡
大
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

（
（（
）
註（
（0
）で
述
べ
た
「
特
定
新
事
業
開
拓
投
資
事
業
（
産
業
競
争
力
強
化
法
第
二
条
第
六
項
、
経
済
産
業
省
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則

第
三
条
第
一
号
）」
に
つ
い
て
、
法
人
向
け
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
促
進
税
制
」
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
中
小
事
業
者
（
中
小
企
業

の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
一
年
法
律
第
一
八
号
）
第
二
条
第
一
項
各
号
）」
の
う
ち
「
特
定
新
事
業
開
拓
中
小
企
業
者
」

又
は
「
特
定
新
事
業
開
拓
中
堅
事
業
者
」
に
該
当
す
る
者
が
発
行
す
る
株
式
を
「
取
得
及
び
保
有
す
る
投
資
事
業
」
で
あ
る
（
租
税
特
別
措
置
法



三
三
二

第
五
五
条
の
二
第
一
項
）。
後
者
の
基
準
は
「
資
本
金
額
五
億
円
未
満
」
で
あ
る
。
五
億
円
は
「
中
堅
」
な
の
で
あ
る
。

（
（（
）
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
二
年
三
月
三
一
日
法
律
第
二
六
号
）
第
三
七
条
の
一
三
第
一
項

（
（（
）
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
〔
第
六
版
〕』（
二
〇
一
六
年
、
有
斐
閣
）
三
〇
九
頁
は
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
振
興
が
重
要
な
国
策
と
さ
れ
た
平

成
一
三
年
改
正
以
後
、
議
決
権
制
限
株
式
の
多
様
化
、
全
株
式
譲
渡
制
限
会
社
に
お
け
る
種
類
株
主
総
会
に
よ
る
取
締
役
等
の
選
任
の
許
容
等
の

改
正
が
行
わ
れ
、
平
成
一
七
年
の
会
社
法
の
制
定
時
に
は
、
旧
有
限
会
社
に
認
め
ら
れ
て
き
た
定
款
自
治
の
全
株
式
譲
渡
制
限
会
社
へ
の
大
幅
な

導
入
が
行
わ
れ
た
」
と
記
す
。
同
書
は
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
早
期
の
株
式
上
場
を
目
指
す
、知
識
集
約
型
の
中
小
企
業
（
六
頁
）」、

「
将
来
著
し
い
成
長
が
期
待
さ
れ
る
会
社
等
（
一
三
五
頁
）」
と
し
て
お
り
、
出
口
戦
略
適
合
的
企
業
と
重
な
り
合
う
。

（
（（
）
註（
（
）を
参
照
。

（
（（
）
た
と
え
ば
、
西
澤
＝
若
林
＝
佐
分
利
＝
忽
那
＝
樋
原
＝
金
井
「
Ｎ
Ｔ
Ｂ
Ｆｓ
の
簇
業
・
成
長
・
集
積
の
た
め
のEco-system

構
築
」（RIET

I 
D

iscussion Paper Series 0（-J-0（（, 

二
〇
一
〇
年
三
月
）（w

w
w

.rieti.go.jp/jp/publications/dp/（0j0（（.pdf

）
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
い

う
語
で
な
に
を
言
い
表
そ
う
と
す
る
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
本
研
究
で
は
、Bahram

i&
Evans

が
提
起
し
た
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
お
け
る
Ｎ
Ｔ
Ｂ
Ｆｓ
の
簇
業
・
成
長
・
集
積
を
可
能
に
し
た
、
産
学

官
に
属
す
る
多
様
な
組
織
や
機
関
の
連
携
と
、
そ
れ
を
支
え
る
知
識
、
ヒ
ト
、
カ
ネ
の
流
動
性
の
相
互
作
用
が
生
み
出
す
企
業
循
環
を
意
味
す
る

概
念
と
し
て
使
用
す
る
。（
註
（
、
九
頁
）」

す
な
わ
ち
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
語
は
、
ア
メ
リ
カ
の
例
を
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
例
で
あ
る
企
業
に
共
通
す
る
要
素
を
く
く
り

だ
し
た
も
の
を
「
Ｎ
Ｔ
Ｂ
Ｆｓ
」（
今
で
言
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
（「
ボ
ス
ト
ン
の
一
二
六
号
線
や
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
創
出
を
担
っ
た
、H

ighly Innovative T
echnological V

entures

と
定
義
さ
れ
た
新
規
創
業
企
業
に
対
応
す
る
、
イ
ギ
リ
ス

を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
概
念
」
を
「N

T
BFs: N

ew
 T

echnology-based Firm
s

」
と
し
て
用
い
る
と
い
う
（
八
─
九
頁
））。

ち
な
み
に
、
右
のBahram

i&
Evans

と
は
、Bahram

i=
E

vans, Flexible Recycling and H
igh-T

echnology Entrepreneurship 

（K
enny, U

nderstanding Silicon V
alley: T

he A
natom

y of an Entrepreneurial Region （Stanford Press

、
二
〇
〇
〇
年
））
で
あ
る

と
さ
れ
、
邦
訳
と
し
て
、
加
藤
敏
春
＝
小
林
一
紀
『
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
死
ん
だ
か
』（
二
〇
〇
二
年
、
日
本
経
済
評
論
社
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）
野
村
敦
子
「
わ
が
国
に
お
け
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
在
り
方
─
既
存
企
業
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
向
け
て
」（
二
〇
一
五
年
三
月
、
日
本
総
研
）
Ｊ
Ｒ
Ｉ
レ
ビ
ュ
ー N

o. （（

、
六
六
頁
、
七
二
─
七
六
頁
。



三
三
三

起
業
の
盛
ん
な
国
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
（
小
宮
）

（
（（
）
企
業
の
存
続
は
、
そ
の
事
業
の
存
立
が
必
要
条
件
で
あ
る
。
金
融
支
援
は
、
事
業
に
対
す
る
側
面
援
護
で
し
か
な
い
。

（
（（
）
小
松
啓
一
郎
「
中
小
企
業
金
融
行
政
に
見
る
日
英
の
産
業
・
企
業
文
化
─
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
構
築
の
意
義
」（
二
〇
一
三
年
二
月
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
）
日
本
政
策
金
融
公
庫
論
集
第
一
八
号
、
八
一
頁
以
下
。
こ
の
批
判
は
否
定
し
き
れ
な
い
も
の
だ
と
し
た
上
で
、
次
善
の
策
を

追
求
す
べ
き
と
い
う
（（
（
）「
官
業
の
民
業
圧
迫
」
を
巡
る
考
え
方
の
ズ
レ
）。

（
（0
）
二
〇
一
六
年
七
月
現
在
、
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
。
経
済
産
業
省
中
小
企
業
政
策
審
議
会
（
基
本
問
題
小
委
員
会
、
金
融
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
）、
第
一
回
資
料
五
、
六
の
整
理
（http://w

w
w

.chusho.m
eti.go.jp/koukai/shingikai/kihonm

ondai/（0（（/（（（（（（kihonm
ondai.

htm

）
を
参
照
。

（
（（
）
竹
田
聡
「
信
用
保
証
制
度
と
地
域
金
融
─
安
定
化
論
と
清
算
主
義
の
観
点
か
ら
」
年
報
財
務
管
理
研
究
第
二
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
、
日
本

財
務
管
理
学
会
）、
六
七
頁
以
下
、
七
〇
頁
。

（
（（
）
竹
田
聡
、
註（
（（
）の
文
献
、
七
〇
頁
。
そ
し
て
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
日
本
の
三
倍
近
い
ア
メ
リ
カ
の
保
証
実
績
（
フ
ロ
ー
）
で
す
ら
、
日
本
の
保
証
実

績
の
一
〇
分
の
一
以
下
で
あ
る
（
同
七
一
頁
以
下
）」
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
「
日
本
の
信
用
保
証
制
度
全
体
の
デ
フ
ォ
ル
ト
率
は
代
位

弁
済
の
ピ
ー
ク
を
む
か
え
た
二
〇
〇
二
年
時
に
約
三
・
八
％
で
あ
る
。
こ
の
比
率
は
、
旧
東
独
地
域
が
同
様
に
抱
え
る
高
い
デ
フ
ォ
ル
ト
率
と
比

較
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
問
題
で
は
な
い
。
し
か
し
、
金
額
規
模
で
見
る
と
、
日
本
の
信
用
保
証
制
度
は
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
欧
米
諸
国
の

ケ
ー
ス
に
比
べ
て
金
額
規
模
が
圧
倒
的
に
大
き
く
、
代
位
弁
済
の
一
部
が
信
用
保
険
を
通
じ
て
国
民
の
負
担
に
な
る
（
三
田
村
智
「
地
域
経
済
・

中
小
企
業
振
興
政
策
に
お
け
る
信
用
保
証
制
度
の
あ
り
方
─
日
独
比
較
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
中
心
と
し
て
」
国
府
台
経
済
研
究
第
二
四
巻
第
二

号
（
二
〇
一
四
年
三
月
、
千
葉
商
科
大
学
）
三
九
頁
、
五
四
頁
）」
と
の
指
摘
を
考
え
併
せ
る
必
要
が
あ
る
。

（
（（
）
た
と
え
ば
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
・
岡
室
博
之
『
中
小
企
業
の
経
済
学
』（
二
〇
一
六
年
、
千
倉
書
房
）
二
六
一
頁
以
下
を
参
照
。
と
く
に
、
信

用
保
証
制
度
を
め
ぐ
り
、「
社
会
的
・
経
済
的
に
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
企
業
が
淘
汰
さ
れ
ず
に
延
命
、
あ
る
い
は
存
続
」
す
る
こ
と
に
対
す
る
論
者
の

姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
（
ア
ハ
マ
ド
・
ニ
ア
ズ
「
公
的
信
用
保
証
制
度
に
関
す
る
一
考
察
─
財
政
的
コ
ス
ト
を
巡
る
分
析
」
年
報
財
務
管
理
研
究

第
二
三
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
、
日
本
財
務
管
理
学
会
）、
一
二
四
頁
以
下
、
一
二
八
頁
）。
竹
田
聡
、
註（
（（
）の
文
献
七
一
頁
は
、「
安
定
化
論
と

清
算
主
義
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
重
要
」
と
す
る
。

（
（（
）
江
頭
憲
治
郎
ほ
か
『
合
同
会
社
の
モ
デ
ル
定
款
─
利
用
目
的
別
八
類
型
』（
二
〇
一
六
年
、
商
事
法
務
）
の
、
第
（
類
型
か
ら
第
（
類
型
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。



三
三
四

（
（（
）
株
式
会
社
参
入
に
伴
う
課
題
に
つ
き
、
小
宮
靖
毅
「
覚
書
・
事
業
の
公
共
性
に
応
え
る
会
社
法
─
医
療
を
事
業
と
す
る
株
式
会
社
を
想
定
し
て
」

法
学
新
報
第
一
二
一
巻
第
七
＝
八
号
（
二
〇
一
四
年
、
中
央
大
学
法
学
会
）
一
三
五
頁
を
参
照
。

（
（（
）
小
松
啓
一
郎
、
註（
（（
）の
文
献
、
六
三
頁
、
七
九
頁
以
下
（
特
に
八
一
頁
図
（
）
を
参
照
。「
当
該
企
業
の
地
元
で
き
め
細
か
い
金
融
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
信
用
組
合
や
信
用
金
庫
が
各
地
に
存
在
し
て
お
り
、
さ
ら
に
大
規
模
な
事
業
資
金
が
必
要
と
な
れ
ば
、
地
方
銀
行
か
ら
の
融
資
獲
得

を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
巨
大
な
商
業
銀
行
（
メ
ガ
・
バ
ン
ク
）
か
ら
の
融
資
を
受
け
る
段
階
か
ら
先
は
国
際
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
大
企

業
化
に
向
か
う
企
業
も
現
れ
る
」
と
い
う
し
く
み
で
あ
る
。
他
人
資
本
提
供
に
お
け
る
＃
（
と
言
え
よ
う
か
。

（
（（
）
大
庫
直
樹
『
地
域
金
融
の
あ
し
た
の
探
り
方
』（
二
〇
一
六
年
、
き
ん
ざ
い
）
は
、
貸
出
残
高
と
生
産
年
齢
人
口
の
相
関
を
見
出
し
、
人
口
の
自

然
増
減
と
社
会
増
減
の
将
来
予
測
を
、
貸
出
市
場
の
将
来
予
測
に
用
い
る
（
第
（
部
第
（
章
）。

（
（（
）
中
小
企
業
庁
「
二
〇
〇
八
年
度
版 

中
小
企
業
白
書
」
に
基
づ
く
と
い
う
図
表
（
─

（
は
、
新
規
開
業
企
業
数
の
現
時
点
企
業
数
に
占
め
る
割
合

を
「
開
業
率
」、
廃
業
企
業
数
の
現
時
点
企
業
数
に
占
め
る
割
合
を
「
廃
業
率
」
と
し
、
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
約
三
〇
年
間
を
九

期
に
分
け
る
（
七
頁
）。

（
（（
）
当
該
年
度
に
雇
用
関
係
が
新
規
に
成
立
し
た
事
業
所
数
／
前
年
度
末
の
適
用
事
業
所
（
雇
用
保
険
に
係
る
労
働
保
険
の
保
険
関
係
が
成
立
し
て

い
る
事
業
所
）
数 

× （00

（
（0
）
起
業
に
関
す
る
国
際
比
較
の
指
標
に
開
業
率
・
廃
業
率
を
用
い
る
の
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
「
起
業
一
覧
（Entrepreneurship at a Glance

）」
と

同
様
で
あ
る
。

（
（（
）
正
確
に
は
、
同
じ
組
織
が
発
表
し
て
い
た
「
日
本
再
興
戦
略
二
〇
一
四 

中
短
期
工
程
表
」
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
（「『
日
本
再

興
戦
略
』
改
訂
二
〇
一
五 

中
短
期
工
程
表
（
二
〇
一
五
年
六
月
三
〇
日
）」
表
紙
、
お
よ
び
三
─
七
頁
）。

（
（（
）
こ
れ
は
か
つ
て
「『
現
在
あ
な
た
は
新
し
い
事
業
を
始
め
る
計
画
を
お
持
ち
で
す
か
（
会
社
で
の
新
規
事
業
を
含
む
）』
と
い
う
質
問
に
対
す
る

イ
エ
ス
の
回
答
の
割
合
」
と
定
義
さ
れ
、「
起
業
予
定
率
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
（
矢
作
＝
磯
辺
、
註（
（
）の
文
献
、
九
頁
）。

（
（（
）
イ
ギ
リ
ス
に
関
す
る
Ｇ
Ｅ
Ｍ
レ
ポ
ー
ト
二
〇
一
五
年
版
に
よ
る
と
、
概
要
次
の
よ
う
に
調
査
さ
れ
る
。

一
八
〜
六
四
歳
の
男
女
に
対
し
、【
質
問
（
─

（
】「
現
在
あ
な
た
は
、
お
一
人
で
又
は
他
の
ど
な
た
か
と
、
ご
自
分
の
お
仕
事
と
は
別
に
、
新

た
に
事
業
を
興
そ
う
と
し
て
い
ま
す
か
」
／
【
質
問
（
─

（
】「
現
在
あ
な
た
は
、
お
一
人
で
又
は
他
の
ど
な
た
か
と
、
ご
自
分
の
お
仕
事
の
一
環

と
し
て
、
新
た
に
事
業
を
興
そ
う
と
し
て
い
ま
す
か
」
／
【
質
問
（
─

（
】「
現
在
あ
な
た
は
、
お
一
人
で
又
は
他
の
ど
な
た
か
と
、
事
業
を
経
営



三
三
五

起
業
の
盛
ん
な
国
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
（
小
宮
）

な
さ
っ
て
い
ま
す
か
」
と
第
一
段
階
の
質
問
を
投
げ
か
け
る
。
そ
れ
ぞ
れ
で
肯
定
し
た
者
に
、
第
二
段
階
の
質
問
（
従
業
員
に
給
与
を
何
カ
月
に

わ
た
っ
て
払
っ
て
い
ま
す
か
）
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
回
答
が
、
⑴
「
三
ヵ
月
未
満
」
な
ら
「
誕
生
期
起
業
家
（nascent entrepreneurs

）」、
⑵

「
三
ヵ
月
以
上
だ
が
四
二
カ
月
未
満
」
な
ら
「
乳
幼
児
期
起
業
家
（new

 business ow
ner–m

anagers

）」
に
分
類
す
る
。
分
類
し
た
上
で
両
者

を
併
せ
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
指
数
と
す
る
。

以
上
に
つ
き
参
照
、H

art=
Bonner=

Levie, GEM
 U

nited K
ingdom

 （0（（ M
onitoring Report, footnote （, p. （.; A

ppendix （, p. 
（（ （w

w
w

.gem
consortium

.org/report/（（（（（

）。
な
お
、（
一
財
）
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
セ
ン
タ
ー
（
註（
（
）の
文
献
）、
三
─

四
頁
と
付
属
資
料
（
Ⅱ
）（
Ⅲ
）
も
参
照
。

（
（（
）
Ｇ
Ｅ
Ｍ
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
註（
（
）に
掲
げ
た
「
起
業
家
精
神
に
関
す
る
調
査
」
を
用
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇
一
五
年
の
報

告
で
は
、
日
本
の
情
報
は
期
限
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
し
て
比
較
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
（K

elley=
Singer=

H
errington, 

註
（
の
文
献
、

footnote （, p. （（

）。
し
か
し
な
が
ら
、
本
文
に
掲
げ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で
は
、
二
〇
一
五
年
度
の
日
本
の
数
値
が
四
・
八
％
に
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

二
〇
一
四
年
の
報
告
で
は
、
確
か
に
三
・
八
％
で
あ
る
か
ら
（Singer=

A
m

orós=
A

rreola, GEM
 （0（（ Global Report, pp. （（

─, T
able （.（ 

（Global Entrepreneurship Research A
ssociation, （0（（. w

w
w

.gem
consortium

.org/report/（（0（（

）、
一
年
で
一
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ

ン
ト
増
と
い
う
の
は
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
の
変
化
と
し
て
は
著
し
い
よ
う
に
思
う
。

（
（（
）
岡
室
博
之
「
開
業
率
の
低
下
と
政
策
措
置
の
有
効
性
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
第
六
四
九
号
（
二
〇
一
四
年
、
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
）、
三
〇
頁
、
三
七
頁
で
は
、
目
標
水
準
の
設
定
に
合
理
的
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
、
当
然
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）O

ffi
ce for N

ational Statistics, Business D
em

ography: （0（（ （（0（（

）, T
able （: Business birth and death rates, p. （.

（
（（
）H

art=Bonner=Levie, 

註（
（（
）の
文
献
、（.（ Entrepreneurial A

ctivity by Ethnicity and Resident Status, pp. （（

─

、
特
に
、Figure 

（0, （（

を
参
照
。

（
（（
）H

art=
Bonner=

Levie, 

註（
（（
）の
文
献
で
は
、
ａ
．イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
で
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
出
た
こ
と
の
な
い
人
（U

K
-born life-long residents

）

と
、
ｂ
．イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
で
、
生
ま
れ
た
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
別
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
に
暮
ら
す
人
（U

K
-born regional m

igrant

）（footnote （（, p. （（

）

と
を
分
け
、
右
の
ｂ
と
移
民
と
は
、
二
〇
一
四
年
の
数
値
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
四
年

→
二
〇
一
五
年
の
変
化
は
、［
ａ
．七
・
三
→
五
・
三
％
］、［
ｂ
．一
〇
・
四
→
七
・
四
％
］
で
あ
り
、
移
民
だ
け
が
上
昇
し
た
。

（
（（
）
平
野
（
野
元
）
美
佐
「
親
睦
模
合
と
相
互
扶
助
─
沖
縄
・
那
覇
周
辺
地
域
に
お
け
る
模
合
の
事
例
か
ら
」
生
活
學
論
叢
第
二
六
号
（
二
〇
一
五



三
三
六

年
三
月
、
日
本
生
活
学
会
）
三
頁
、
一
一
頁
以
下
、
特
に
一
四
頁
を
参
照
。

異
業
種
交
流
の
講
（
沖
縄
で
は
模
合
）
に
よ
っ
て
、
起
業
家
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
事
業
化
リ
ス
ク
の
低
減
に
も
結
び
つ
い
て

い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。「
た
と
え
ば
Ａ
氏
が
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
す
る
際
、
店
舗
探
し
を
不
動
産
関
係
の
Ｓ
氏
が
手
助
け
し
、
厨
房
の
設
備

や
内
装
は
Ｕ
氏
が
安
く
引
き
受
け
た
。（
中
略
）
そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
も
ま
た
、
な
る
べ
く
Ｇ
の
会
の
模
合
を
Ａ
氏
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
行
っ
た
り
、

友
達
を
連
れ
て
食
事
に
行
っ
た
り
と
、
店
を
応
援
し
て
い
る
。」
異
業
種
交
流
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
し
や
す
い
の
は
、
地
方
の
中
核
都
市

の
規
模
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
（0
）
野
村
敦
子
「
起
業
促
進
に
向
け
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
─
海
外
に
お
け
る
外
国
人
起
業
人
材
の
受
け
入
れ
促
進
策
と
日
本
へ
の
示
唆
」（
二
〇
一
五 

年
六
月
、
日
本
総
研
）Research Focus N

o. （0（（

─0（0

は
、
移
民
の
Ｔ
Ｅ
Ａ
数
値
の
高
さ
を
根
拠
に
移
民
促
進
を
提
言
す
る
。
但
し
、
資
料
と

し
て
は
二
〇
一
五
年
版
（H

art=
Bonner=

Levie, 

註（
（（
）の
文
献
）
に
拠
ら
ず
、
二
〇
一
二
年
版
（Levie=

H
art, GEM

 U
nited K

ingdom
 

（0（（ M
onitoring Report （http://w

w
w

.gem
consortium

.org/report/（（（（（

））の
結
果
の
う
ち
、Fig. （（ （p. （（

）を
引
用
す
る（
図
表
２
、

七
頁
）。

な
お
、
こ
れ
以
外
に
も
気
に
な
る
資
料
と
し
て
、
①
二
〇
一
二
年
版
、A

ppendix （, Fig. （0 

（p. （（

）
に
は
、
出
身
（
出
自
）
別
の
Ｔ
Ｅ
Ａ

数
値
が
見
え
、
ま
た
、
②
同
じ
く
二
〇
一
二
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
版
（Levie, GEM

 Scotland （0（（ （http://w
w

w
.gem

consortium
.org/

report/（（（（（

））
に
は
、［
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
で
な
い
］［
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
在
住
］［
移
民
］［
五
〇
歳
か
ら
六
四
歳
］
の
各
条
件
に
合
致
す
る
人

物
の
Ｔ
Ｅ
Ａ
数
値
が
表
中
最
高
値
［（（.0

］
と
の
結
果
も
み
え
る
（T

able （. （, p. （（

）。

（
（（
）
た
と
え
ば
、
大
江
宏
子
「
地
域
の
自
立
化
と
社
会
資
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
─
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
金
融
排
除
と
そ
の
対
応
法
」
生
活
経
済

学
研
究
第
一
九
号
（
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
一
九
三
頁
、
二
〇
〇
頁
以
下
に
は
、
当
時
の
経
済
的
自
立
支
援
策
と
し
て
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
註
（（
に
挙
が
る
、R

am
sden=Potts=M

ayo=R
aym

ond, T
he Com

petitive Inner City 

（N
ew

 Econom
ics 

Foundation, N
ov. （00（

）（w
w

w
.new

econom
ics.org/publications/entry/the-com

petitive-inner-city

）
は
、
地
域
内
循
環
を
起
動
し

な
い
投
資
と
、
自
助
と
相
互
援
助
を
起
動
し
な
い
投
資
を
諫
め
て
い
た
（
三
四
頁
）。

（
（（
）
こ
こ
で
謂
う
Ｓ
Ｍ
Ｅ
ｓ
の
定
義
は
「
被
傭
者
が
二
四
九
人
を
超
え
る
企
業
を
除
く
」
で
あ
る
（BD

RC Continental, SM
E Finance M

onitor 
（0（（: A

nnual Report （（0（（

）, D
efinitions used in the regional sum

m
aries, p. （（

）（SM
E size – this is based on the num

ber of 
em

ployees （excluding the respondent

）. T
hose w

ith m
ore than （（（ em

ployees w
ere excluded from

 the research.

）。



三
三
七

起
業
の
盛
ん
な
国
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
（
小
宮
）

（
（（
）BD

RC Continental, 

註（
（（
）の
文
献
、T

able （c T
he ‘perm

anent non-borrow
er’, p. （（（.

（
（（
）
藤
野
洋
「
英
国
中
小
企
業
の
地
域
経
済
構
造
─
地
域
活
性
化
政
策
の
対
象
と
し
て
の
特
性
の
分
析
」（
二
〇
一
五
年
九
月
、（
一
財
）
商
工
総
合

研
究
所
）、
図
表
（（
（
二
三
頁
）（
注
）
を
参
考
に
し
た
。

（
（（
）
銀
行
当
座
貸
越Bank overdraft

、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ドCredit cards

、
銀
行
借
入Bank loan

／
商
業
用
不
動
産
抵
当
貸
付Com

m
ercial 

m
ortgage 

【
こ
こ
ま
で
が
主
要
金
融
商
品the core product category

】、
リ
ー
ス
あ
る
い
は
分
割
払
い
購
入Leasing or hire purchase

、

取
締
役
か
ら
の
融
資
・
出
資Loans/equity from

 directors

、
家
族
・
友
人
か
ら
の
融
資
・
出
資Loans/equity from

 fam
ily and 

friends

、
イ
ン
ボ
イ
ス
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
スInvoice finance

（
イ
ン
ボ
イ
ス
・
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
…
日
本
で
は
手
形
割
引
が
概
ね
該
当
す
る
、
及
び
、

フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
）、
補
助
金Grants

、
第
三
者
か
ら
の
借
入Loans from

 other （
rd parties

、
貿
易
金
融Export/im

port finance 

を
一
括

し
て
「
外
部
資
金
」
と
し
て
い
る
。

以
上
は
、BD

RC Continental, 

註（
（（
）の
文
献
、T

able （a U
se of external finance in last （ years, p. （（0 

に
よ
る
（
藤
野
洋
、
註

（
（（
）の
文
献
の
訳
に
拠
っ
た
）。

（
（（
）
藤
野
洋
、
註（
（（
）の
文
献
、
二
二
─
三
頁
、
お
よ
び
、
四
五
頁
を
参
照
。

（
（（
）
中
西
雅
明
「
協
同
組
織
金
融
機
関
の
祖 
シ
ュ
ル
ツ
ェ
・
デ
ー
リ
チ
ュ
（
ド
イ
ツ
）
に
つ
い
て
」
金
融
調
査
情
報
二
七
─
二
〇
（
二
〇
一
五
年
一

〇
月
、
信
金
中
央
金
庫 

地
域
・
中
小
企
業
研
究
所
）
に
は
、
協
同
組
織
金
融
機
関
の
成
功
を
導
い
た
と
い
う
次
の
よ
う
な
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
①
金
融
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
自
身
の
自
助
の
精
神
を
基
本
と
し
、
国
家
や
富
裕
層
の
補
助
や
慈
善
に
頼
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
。
そ
の
た

め
に
は
彼
ら
の
自
負
、
自
ら
の
力
へ
の
信
頼
を
高
め
、
自
助
手
段
を
自
分
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
せ
る
よ
う
教
育
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
自
助
原

則
を
連
携
の
形
式
で
組
み
立
て
て
組
合
と
し
て
組
織
す
る
こ
と
。
②
協
同
組
織
金
融
機
関
は
貧
者
を
救
う
こ
と
で
は
な
く
、
貧
困
化
を
防
ぐ
こ
と

（
後
略
）（
六
頁
）」。
し
た
が
っ
て
、
国
家
主
義
的
な
旧
東
ド
イ
ツ
で
は
「
弾
圧
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
（
九
頁
）」
と
の
記
述
も
見
え
る
。

（
本
学
法
学
部
教
授
）


